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て
一

言
す
る

。

日

本

の
石
器
時

代
介
塚
の

日

本
鹿

を

見
る

と、

當

持
の

日

本

猪
と
異
b
、

現

時
の

日

本
鹿

よ

b
大

形
で

あ
つ

だ

證
據

は

あ

が
ら

す、

却
つ

て

歯

に

現

は

れ

元

大
さ

に

於
て

現

時
の

と
略

同

樣
で

あ
る

。

即
ち
當
時
既
に

小

形

と
な
b

居
つ

陀

も
の

と
認
め

ら
れ
る

。

こ

の

事
實
は

予
の

假
論
に

取
つ

て

偶

然
に

も

好
都
合
で

あ

る
。

、

更
に

遡
つ

て

朋

後
閣

槻
木
の

舊
象
動
物
群
の

日

本
鹿

型
は

叉

角
の

み

な

の

で

小

形
で

あ
つ

た

と

も
大

形
で

あ

つ

把

と

も

到
明

せ

殿
。

田

端
の

舊

象
動
物

群
に

は

徳
永

博
士

の

所
屬

不

詳

反

芻
類

が

あ

り、

是
は

と
も

す
れ

ば

ほ

本

鹿

型
に

属
す
る

ら

し

く、

果
し

て

β

本
鹿

型
で

あ
る

な

ら
ば

そ

れ

は

現

時
の

日

本
鹿

よ

り

も

大

形

で

あ
る

。

槻
木
も
田

端
も

予
の

判

斷
に

よ

昌

ば
瀬
戸
内
河

眸
動
物

罧
に

亜

ぐ

洪

積
世

右
期
に

屬
す
る

。

瀬
戸
内
河
胖
動
物
に

も
日

本

鹿

型
が

あ

り、

こ

れ

も

湘

だ

大
小

が

剣

明

し
て

居
ら
距
。

若

し

予

の

豫
想

に

し

て

當
ら

ば
是

等
洪
積
世
古
期
の

月

本
鹿

型
ぼ

現

時
の

よ
b
も
大

形
で

あ
っ

陀

證
據
の

あ

が

る

時

が

來
る

で

あ

ら

う
。

然

る

時
に

は

そ

れ
が

大

陸
か

ら

侵

入

し
把

ま

タ

の

日

本
鹿

前

即
ち
矮

化
前
の

型
に

相
當

す

る

譯
で

あ

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
へ

松

本

彦
七

郎
）

 
ハ

ン

ザ
レ

，

九
州
に

産
す

　
大

分
縣

女
子
師

範
學
校
小

澄
清
氏
の

報

告
に

よ

れ

ば

豊
後

連
見

郡
上

村
（

八

坂

隅
川
筋
）

及

豊
前
宇

佐

郡
院

内
村
（

驛
館
州

刈
筋
）

に

て

絃
ハ

ン

ザ
キ

を
多

數
に

産
し、

院
内

に

て

捕
へ

た

る

も
の

は

同

校
に

餌
育
せ

ら

れ

體
長
七

寸
五

分
ゐ

り

て

徇

生
活
せ

り
、

之

初

は

（

雜

　

　
録
）

　
0
ハ

ン

ザ

キ

九

州
に

産

す

　
O
マ

ジ

カ

サ

ウ

チ

の

發
光
に

競
で

　

余

も
買
見
す
る

を

得

た
帳
、

先

年

九
州
巡

囘
の

節
熊
本

附

近

に
ハ

　
ン

ザ

転
一

尾
現
は

れ

た

り

と
の

こ

と

な
b
し
が

（

大

島

廣
氏

も
熊

　

本
附

近
に

て

聞
き

た

る

こ

と

あ

り

と
同
氏
よ

り

通
信

あ

り
だ

る

二

　

と
あ

り
） 、

當
時
は

余
も
大

島

氏
も

其

産

地
に

就
て

疑

ひ
だ

今

し

　

が、

こ

れ

に

て

九
州
に

産
す
る

を

知
る

を

得
た
b

。

ψ
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

剖

中
茂

穗
）

●
マ

ツ

カ

サ

ウ

ヲ

の

發
光
に

就
て

　
マ

ツ

カ

サ

ウ

ヲ

は、

我

璃
に

あ
b

て

は

日

本
海

及
太
羅
洋

洛

岸

の

各
地

よ

与
、

沖

繩
方

面

に

も

産
し、

比

較
的
近
海
に

棲
む

普

逋

な

る

魚
類
の
一

種

で、

世
界
各
地

に

も

分

布
慶
く、

殊
に

各
地
の

水
族
館
著

に

も

飼
養
せ

ら
れ

て
、

夙
に

能
く

知
ら

れ
だ
る

魚
類
な

る

が
、

其

發

光
に

關
し
て

は、

未

だ

學
界
に

知

ら

れ
て

居
な

か

つ

た。

然
る

に
、

大
正

三

年

八

月

＋
三

日
、

朝
來

猛
烈
な

る

暴
風
雨

あ
り

、

午
後

十

時

頃
に

至

り、

發
電

所
故

潭
の

爲、

傳
電
の

結

果

魚
津
水
族
舘

内
の

一

時
に

暗
黒

と
な

り

し

際、

水
槽

内

に
マ

ッ

カ

ナ

ク

ヲ

の

發

光

せ

る

を

發
見
す

る

に

至

つ

た
。

其
後

引
續
故

障
の

爲
水
族
館
は

閉
銀

の

止
む

な

き

に

至
つ

だ

爲、

生

態
等
に

關
し

觀

察
の

機
會
が

無
か

つ

た
。

翌

年
の

夏、

轟

び

開

館
に

際
し、

偶
よ

七

月
に

入
り

材
料
を

得
る

に

至
り

だ

れ
ば、

當
時

館

内
に

あ

う
て

ホ

タ

ル

イ

カ

の

生

理

現

象
研

究
甲

の
、

京

都
大

學

生
理

學
歡
室
な

る、

醫
學
士

正

路

倫
之
助

氏
と
共
に、

親

し

く

觀
察
の

機
を

得
だ

の

で

あ

る
。

　

該
發
光

機
は、

下

顎
の

先
端

に

近

く
、

左

右

に

併
存
せ

る

二

個

　

　
　
　

　
　

’

　

　
　
　

　
　
　

　
　

−
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（

難

　

鐐
VO

マ

ツ

ヵ
サ

ウ

チ

の

發
光
に

蕊
て

．

の

黒
色
な

る、

稍
橢
圓
形
の

疣
款

突
起
で
、

長
徑
四

粍
、

短
徑
三

粍、

兩
發
光
器
問
の

間
隔
は

約
三

粍

あ

り
、

發
光
器
は

適
合
せ

る

窩
中
に

あ

り、

球
面
の
一

部
は

稍
突
出
し

て

居
る

。

　

そ

れ

で、

該
魚
を

、

試
み
に

玻

璃
槽

に

移
し、

燈
火

を
滅
す

る

と、

二

個
の

費

光
器
よ
り

稍
強

き

緑
黄

色
に

近
き

光
を
放
つ

。

發

光
は

總

て

蓮
續
的
で

、

問
斷
明

滅
す
る

事

が

無
い

。

　

該
發

光
器
の

外
面
は
、

肉
眼
觀

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
の

察
に

於
て

は、

黒
色

に

し
τ

絨
毛

様
の

突

起

を
有
し

、

比

較
的
鞏

固

で

彈

力

性

に

富
ん

だ

外

層

を
有

し、

内
部
は

自
色
で

壊
れ

易
き

輕

鬆
な

る

質
か

ら

成
つ

て

居
る

。

　
・

今

横
斷
せ

る

切

片
に

就
て

觀
察

す
る

と．

外
層
は

絨
毛

歌
突
起
の

あ

る

上

皮
と

、

色

素
に

富
ん

だ
色

素
層

（

此

部
分
は

杢
形

を

保
持
す

る

鞏

膜
と
も
見

る
べ

き

で

あ
る

ま

い

か
）

を
見
る

。

此

層

は、

光

線

マ

ツ

カ
サ

ウ

チ

の

發

光

器

　

　
。

（

一
）

下

顎

擴
大

圖
。

　

　
（

二
）

發

光
器

の

横

斷
鬮
．

四

十

五

倍
。

　
（

1
）

上

皮

　

　
　

　
（

2
）

色
素

層、
　

　
（

δ

）

結
締

縱

層、

　
（

重

）

發

光
緬

胞。
　

　
（

5
）

發

光
器
、

　

　
　
　
　
”
　

　
2
　
　

　

3
　
　
　
4

鬱

ρ

蕊

濁
　
　
　
　
　

弓孑
謎
、

の

刺
戟
に

よ
う

て
、

其
色
素
を

し

て

縮
小

又

は

擴
散
せ

し
む

る

用
を

な

す

に

あ
・
ら

す
や
｝

考
へ

ら
れ

る
。

衣

に

結
締
織
と
認
む
べ

き
層

あ
り

て
、

中

央

に

特
種
の

海
綿

質

の

樣
な

細
胞

群

を
見
る

は
、

是

れ

蓋
し
發

光

細
胞
で

あ
ら

う
と

思

は

れ
る

。

　

既

横
斷
切

片
に

於
て

は
、

他
動

物
の

窮

光
器
に

見
る

同
¢

出
oo

ε
月

の

部
分
が

見

當
ら

な

い

が
、

或

は

結

締

織
層

と

邇
べ

た

る

中

に

存
す

る

の

か

も

知
れ

な

い
。

　
以

上
は

單
に
マ

ツ

カ

サ

ウ

ヲ

の

發

光
に

關
す
る

報
告
に

過
ぎ
な

い

が
、

發
光
動
物
研
究
の

諸

學
士

に

よ
り

て
、

他
日

精

細
な

る

研

究
の

世
に

出
ん
票

を

望
ん

で

置

ぐ
。

荷

本
編
を
草
す
る

に

當
も

切

片
の

製

作

を

煩
は

し
だ

る

正

路

學
士
、

東

京

農
科
大

學
敏

授

石

川
博
士

及

第

五

高
等
學

校
敏

授
大

島
理

學
士

等

の

御
懇

情
も

深
く

威
謝
す

る
。

　
　
　

　
　

（

吉
澤
庄

作
）
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